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朗澄 に つ い て （増 山）

一

　

は

じ

め

に

　

文
泉
房
朗
澄
（

＝

三

二

〜
一

二

〇

九
）

は

石
山

寺
中

興
と

し

て
、

観
祐
（
〜
一
一

五

六
〜

二

六
〇

〜）

と

共
に

名
を

連
ね
る

学
僧
で

あ
る

。

石
山

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
1）

寺
聖
教
の

奧
書
に

多
く
そ
の

名
を

残
し
、

『

石
山
寺
縁
起
』

に

も
そ
の

名
が

見
ら
れ
る

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（
2）

　

　

（
3）

　

　

　

　

　

（
4）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
5）

　

朗
澄
の

先
行
研
究
は
、

佐
和
隆
研
・

田
中
稔
・

月
本
雅
幸
各
氏
の

研
究
が

あ
る

。

最
近
で

は

宇
都
宮
啓
吾
氏
に

よ

り
、

朗

澄
書
写
の

奥
書

に

「

念
仏

宗
朗
澄
」

と

あ
る
こ

と

が

指
摘
さ
れ
て

い

る
。

　

石
山

寺
聖

教
は

、

石
山

寺
文
化
財
総
合
調
査
団
編
『

石
山
寺
の

研
究
』

と

し

て
一

切
経

、

校
倉
聖
教

、

深
密
蔵
聖
教
の

三
つ

に

分

け

て

目

録
が

整
理

さ

れ

て

い

る

が
、

石
山
寺
所
蔵
の
一

切
経
は

、

書
写
奥
書
に

多
数
そ
の

名
が

見
ら

れ
る

「

念
西
」

に

よ
っ

て

発

願
さ

れ

た

事
業
で

あ
り

、

朗
澄
も
一

切
経
事
業
に

関
わ
っ

て

い

る
こ

と

が

聖
教
書
写
奧
書
か
ら

見
て

取
れ

る
。

　
　
　

　
　
　〔
6）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
7）

　

ま
た

、

田
中
氏
も
指
摘
さ
れ

て

い

る

が
、

『

造

塔
延
命
功
徳
経
』
（
般
若
訳
）

奥
書
に

「

明
応

第
五

天

以

文
泉

房
密
宗

文
庫
之

本
書
之
　
空
忍
」

と

あ
り

、

明
応
五
（

一

四

九
亠

○

年
に

は
、

「

文
泉
房
密
宗
文
庫
」

が

存
在
し
た

可

能
性
が
あ
り

、

古
く
か
ら

朗
澄
の

残
し
た

聖

教
が

大
切
に

扱

わ

れ
て

き
た

。

な

お
、

膨
大
な
石
山
寺
聖
教
は

、

未
だ
一

部
し

か

翻
刻
さ
れ
て
い

な
い

。

　

本
稿
で

は
、

血

脈
や

書
写
奥
書
な
ど

か

ら
、

朗
澄
の

経
歴

、

立
場

な

ど
を

明
ら

か

に

し

た
い

。
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二

　
朗
澄

の

受
法
に
つ

い

て

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
8）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
9）

　

朗
澄
の

経
歴
に

関
し
て

は
、

月
本
氏
が

石
山

寺
所

蔵
の

寺

誌
類
を
元

に

詳
細
に

ま
と
め

て

い

る
。

こ

の

中
で

、

尊
賢
（
］

七
四

九

〜
一

八

二

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
10）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
11）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
12）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
13
）

九）

に

よ

る

『

石
山
寺

年
代
記
録
』

三

巻
・
『

石
山

寺
座
主

伝
記
』

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

巻
・

『

石
山
寺
僧
宝
伝
』

一

巻
・

『

石
流

相
承
血

脈
集
』

一

巻
を
中
心
に

『

石
文
相
承
』

等
、

他
の

石
山
寺
聖
教
類
も
参
照
し
な
が
ら
述
べ

て

い

る
。

　

本
稿
で

は
、

月
本
氏
の

年
譜
を

元
に

朗

澄
の

受
法
の

記

録
を

中
心
に

抜
き
出
し
た

。

『

石

山

寺
の

研
究
』

、

『

石
山

寺
年
代
記
録
』

、

『

石

山

寺
僧
宝

伝
』

以
外
の

資
料
は

著
者
未
見
で

あ
り
、

月
本
氏
の

記

述

を

元
に

し
て

い

る
。

N 工工
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・

朗
澄

略
年
譜
（
月
本
氏
作
成
の

年
譜
よ

り
、

伝
受
の

記
述
の

み

を
改
変
・

抜
粋）

長
承
元
（

崇
徳
天
皇
）

　
一

久
安
六
（

近
衛
天
皇）

　
一

仁
平
四

　
　

　
　
　
一

久
寿
二
（
後
白

河
天
皇

二

・
水

暦
元
（
二

条
天
皇）
　
一

＝
二

二

年

一

五

〇
年

一

五

四
年

一

五

五

年

一

六

〇

年

誕
生

十
九

歳

二

三

歳

二

四

歳

二

九

歳

永

暦
二

／
応

保
元

　
＝

六
一

年

三

十
歳

俗
姓
等
未
詳

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卜

宰
相
阿
闍
梨
淳
観
よ

り
『

神
蔵
岡
金
剛
界
次
第
』

を
受

け
る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

而

金
剛

峯
寺
に

て

浄

厳
房
阿

闍
梨
〔
実
禅）

よ

り
『

大

毘
盧
舎
那
経
供

養
法
疏
』

巻
下

を

受
け
る

。

高
野
山

丈
六

堂
別
所
に
て

浄
厳
房
実
禅
よ

り
小
野
流
印
可
を

受
け
る

。

初
め

て

内
山

真
乗
房

亮
慧
よ

り
『

諸
尊
法
』

を

受
け
る

。

大
法
房
実
任
よ

り
受
法
す
る

。

『

護
摩
儀
軌
』

二

巻
を

受
け

る
（
師
は

実
任
か
？

）

。

『

延
命
院
胎
蔵
次
第
』

を

受
け
る
（

師
は

実
任
か

？）
。

『

遺
告
』

を

受
け
る
（
師
は

実
任
か
？
）

。

『

不
動
大
谷

次

第
』

を

受
け
る
（

師
は

実
任
か
？

）

。

『

孔
雀
経
法
次

第
』

を

受
け
る

。
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応
保
二

応
保
三

／
長
寛
元

仁
安
二
（
六

条
天
皇）

仁
安
三
（
高
倉
天
皇）

嘉
応
元

承
安
元

承
安
二

承
安
五

／
安
元

元

治
承
二

治
承
三

一
　一
⊥

ハ

ニ

年
　　
＝一
一

歳

一

＝
ハ

三

年

一

一

六
七

年

一

一

六
八

年

一

一

六
九

年

一

一

七
一

年

一

一

七
二

年

三
二

歳

三
⊥

ハ

歳

三

七

歳

三

八

歳

四

〇

歳

四
一

歳

＝

七

五

年

　
四

四

歳

一

一

七

八

年

　
四

七

歳

一

一

七

九

年

　
四

八

歳

治
承
四
（
安
徳
天
皇）

　
一

一

八

〇

年

　
四

九

歳

勧
修
寺
西
明
院
に

て

実
任
よ

り
勧
修
寺
流
伝

法
灌
頂
を

受
け
る

。

醍
醐
寺
柏
森
に

て

内
山
真
乗
房
亮
慧
よ

り
（
内
山
の

許
可）

を

受
け
る

。

粟
田
口

十
禅

師
拝
殿
に

て

『

阿
闍
梨
大
曼

荼
羅
灌
頂
儀
軌
』

一

軸
（

高
野
山
宝

寿
院
蔵）

を

受
け

る
。

阿

闍
梨
行
海
の

勧
修
寺
別
当
雅
宝
に

対
す
る

伝
法
灌
頂
に

神
供
を
勤
め

る
。

実
任
よ

り
小
嶋
流
を
受
け
る

。

粟
田
口

に

て

『

破
地
獄
儀
軌
』

三

巻、

小
嶋
流
秘

密
灌

頂
印
契
を
受
け
る

。

亮
恵
よ

り
内
山
流
の

灌
頂
を
受
け
る

。

醍
醐
寺
蓮

蔵
院
に

て

亮
慧
よ

り
内
山

流
の

秘
密
灌

頂
を

受
け
る

。

粟
田
口

に

て

『

十
八

道
次
第
』

を

受
け
る

。

粟
田
口

に

て

大
法
房
実
任
よ

り

『

略
出
念
誦

経
』

巻

第
四

を
受
け
る

。

十
禅
師
源
運
（

金

剛
王

院
流
）

よ

り
伝
法
灌
頂
を

受
け

る
。

石
山

寺
に

て

『

大
勝
金
剛
五

瑜
伽
法
』

を

受
け
る

。

石
山

寺
に

て

観
祐
よ

り
芳
源
流
（
石
山
流）

の

許
可
を
受
け
る

。

内
山

大
房
に

て

伝
法
灌
頂
作
法
を

受
け
る
（
胎
蔵
界
に

二

本
あ
り

）

。

蓮

花
王

院
僧
房
に

て

侍
従
僧
都
（
行
海
？

）

よ

り

『

金
剛

界
法
』

を

受
け
る

。

石
山

寺
座
主

公
祐
、

寛
叡
の

死
缺
替
に

朗
寵
大

法
師
を
阿
闍
梨
に

補
せ

ら
れ
ん

こ

と
を

請
う

。

阿
闍
梨
勝
賢
の

寛
照
に

対

す
る

伝
法
灌
頂
に

色

衆
を

勤
め

る
。

内
山

永
久
寺
よ

り
石

山
寺
へ

帰
る

。

石
山

寺
東
院
房
に

て

『

金
剛
頂
経
』

第
二

・

三

を

某
に

伝
授
す
る

。
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文
治
三
（

後
鳥
羽
天
皇）
一

一

八
七

年

　
五

六
歳

建
久
六

　
　

　
　
　一

建
久
八

　
　

　
　
　一

建
久
九
（

土
御
門
天
皇

二

建
久
十
／
正
治

元
　
】

承
元
三

　

　
　
　
　】

一

九
五

年

一

九
七

年

一

九
八

年

　

九
九
年

二

〇

九
年

六
四

歳

六
六
歳

六
七
歳

六
八

歳

七
八

歳

阿
闍
梨
石

山
寺
座
主
公

祐
の

範
賢
に

対
す
る

伝
法
灌
頂
に

景
雅
と

共
に

出

仕
し

教
授
を

勤
め

る
（
文
治
二

年
の

説
も
あ
り）
Q

内
山

の

口

伝
を
受

け
、

『

私
記
』

五

巻
を
作
る

。

石
山

寺
東
院

房
に

て

覚
澄
等
に

『

大
日

経
供
養
法
』

を

伝
授
す
る

。

石
山

寺
東
院
房
に

て

阿
闍
梨
伝
燈
大
法
師
某
に

『

秘
蔵
宝

鑰
』

巻
上

を
伝
授

す
る

。

『

大
日

経
』

七

巻
を

座

主

阿
闍

梨
（
範
賢）
、

観
基
に

伝
授

す
る

。

遷

化
。

N 工工
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こ

れ

に

よ

れ

ば
、

朗
澄
は

長

承
元
（

＝
三

二
）

年
に

生
ま
れ
、

宰
相
阿

闍
梨

淳
観
（

寛
×
〜

＝
一

九

〜
一
一

五

〇
〜
）

、

浄

厳
房
阿

闍
梨
実
禅

（
一

〇

九

〇
〜
一
一

六

九
）

、

内
山
真
乗
房

亮
慧
（
一

〇

九
八

〜
一
一

八
六
）

、

大
法
房
実
任
（
一

〇

九
七
〜

＝

六

九）
、

摂
津
僧
都
源
運
（

＝
一

二

〜

＝

八
〇）
、

観
祐
（

〜
一
一

五

六

〜
］
一

六
〇

↓
、

侍
従
僧
都
行

海
（
一
一

〇
八

前

後
〜

＝

八

〇
）

等
に

受
法
し

、

石
山
座
主

公
祐
2

＝一

西
〜
一
一

九

六）
、

醍

醐
寺
座
主

覚
洞
院
勝

賢
（

＝

三

八

〜
一
一

九

六
）

と

も
関
係
し
て

い

る
。

活
動
場
所
は
、

金

剛
峯
寺
（
高
野

山
大
伝

法
院
方）

か

ら

勧
修
寺
に

、

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
14）

そ
の

後
、

醍
醐

寺
・

東
大

寺
東
南
院
別
所

粟
田

口

禅
林
寺
へ

と
活

動
範
囲
を

広
げ

、

や

が

て

石
山

寺
に

止

住
し

た

よ

う
で

あ
る

。

月
本
氏
も

述
べ

て

い

る

が
、

僧
官
位
が

権
律
師
（
ま
た
は

律

師
）

ま
で
で

あ
る

こ

と

か

ら
、

出

自
は

そ

れ

ほ

ど

高

く
な
い

と

考
え
ら

れ
、

幼
少

期
の

記
録

は

不
明
で

あ
る

。

『

石
山
寺
聖
教
目

録
』

の

中
で

文
泉
房
郎
澄
・

郎
寵
・

趣
（

互
・

逢
（
δ

ε
・

文
師
と

記
さ
れ
て

い

る
。

　
朗
澄
が

数
多
く
の

人

物
か

ら

教
え

を
受

け
た

こ

と

は
、

多
く
の

文
献
か
ら

読
み

取
れ

る
。

具
体
的

に
挙

げ
る

と
、

淳
観
か

ら

は
、

『

石
山

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　〔
15V

寺
年
代
記
録
』

久
安
六
（

皿
一

五

〇
）

年
の

条
に

　
　
三

月
十
三

日

律
師
文
泉
房
朗
澄

、

宰
相
阿

闍
梨
淳
観
に

随
て

、

神

蔵
岡
金

剛
界
の

次
第
を

受
く
。

と

あ
り

、

一

一

五

〇

年
頃
は

淳
観
に

教
え
を

受
け
て
い

た

と

さ

れ

る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
16）

　
次
に

浄
厳
房
阿

闍
梨
実
禅
か

ら

伝
受
を

受
け
た

こ

と

が
、

『

大
毘
盧
舎
那
経
供

養
法
疏
』

巻
下

の

奥
書
に

「

久
寿
元

季
十
一

月
九

日
、

勧
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修
寺
に

於
て

書
写
し

了
ん

ぬ
。

仁
平
四

季
亠

ハ

月
廿
六
日

、

金

剛

峯
寺
に

於
て

他
本
を
以

て

浄

厳
房
阿

闍
梨
御

房
よ

り
受
け
奉
る

。

桑
門

朗

寵
L

と

あ
る

こ

と
か

ら

分
か
る

。

小
野
流
印
可
も

伝
受
さ

れ

て

い

る
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
17＞

　
内
山

真
乗
房
亮
慧
か

ら

は
、

『

石

山

寺
年
代
記

録
』

巻
上

の

永
暦
元
年
の

条
に

「

六

月
廿
日
朗
澄
初
め

て

内
山

真
乗
房
阿
闍

梨
亮
慧
に

依

付
し

て
、

諸

尊
の

法
を

受
く

。

首
尾

廿
年
の

問
、

随
分
の

受
法
『

石
文
抄
』

に

有

り、

其
の

口

伝
を

記
さ

る
。

時
に

年
廿
九

。

」

と

あ

り
、

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
18）

亮
慧
か

ら
長
期
間

に

わ

た

り
教
授
を

受
け、

そ
の

内

容
は

『

石

文

抄
』

に

記
し

た
と

さ

れ

る
。

月
本
氏
の

年
表
か

ら

は
、

永
暦
二

年
に
、

醍

醐

寺
柏
森
に

て

内
山

真

乗
房
亮
慧
よ

り
内

山
の

許
可

を

受
け
（
『

石

文
相
承
血

脈
』

）

、

応

保
二

年
に

も

亮
慧
よ

り

内
山
の

灌
頂
を

受
け
て

い

る

（

『

石
文
相
承
』）

。

長

寛
元
年
に

も
、

醍
醐

寺
蓮
蔵
院
に

て

亮
慧
よ

り
内
山
秘

密
灌

頂
を

受
け

る
、

と

さ
れ
る
（
『

石
文

相
承
』）

。

承

安
二
（
一
一

七

二
）

年
に

も
内
山

大
房
に

お
い

て

灌
頂
次

第
を

伝
受
さ

れ
た

事
が

石
山

校
倉
所

蔵
の

「

胎
蔵
界
伝
法

灌
頂
作

法
」

「

三

昧
耶

戒
式
」

「

胎
蔵

界

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
〔
19）

伝
法

灌
頂
作
法
」

「

金

剛
界
伝
法
灌

頂
作
法
」

合
一

巻
の

奥
書
に

あ
る

。

誰
か

ら

受
法
し
た

か
は

示
さ

れ

て

い

な
い

が
、

亮
慧
の

可
能
性
が

古
同

血
脈

顰
調
』

で

は

亮

慧
の

付
法
に

覇
文
泉

甓
受
L

と

萱
朝
L

字
の

注

藩
L

と

あ
っ

蝨
澄

の

こ

と

で

∵

　
　
　

　
　
　
　

　
　
（
21）

る
。

ま

た
、

『

血

脈
類
集
記
』

の

勧
修
寺
法
務
寛
信
（

一

〇

八

四
〜

＝

五

三）

の

付

法
の

後
に

、

勧
修

寺
四

天

王

の
一

人
と

し

て
、

「

文
泉
房
［

朗

澄
／
亮
恵
弟
子
］

」

と

記

さ

れ

て

い

る
。

　
　
　

　
　
（
22）

　
『

野

沢

血

脈
集
』

で

は
、

勝
覚
20

五

七

〜

＝
二

九）

の

付
法
に

勝

覚
　
　
聖

賢

⊥
売

恵

　
　
朗
澄
と

あ

り、

亮
恵
の

弟
子
と

あ

る
。

ま

　
　
　

　
　
　
（
23）

た
、

『

続
伝

灯
広
録
』

「

和
州

内
山
阿

闍
梨
亮
慧
伝
」

の

中
に

付
法
五

人

の
一

人
と

し

て
、

「

朗
澄

。

字
は

文
泉

。

石
山
に

住
す

。

」

と

あ

る
。

　
　
　

　
（
24V

『

野

沢
大
血
脈
』

に

は

源
運

⊥
口

冗

宙
心

［
内
山
苜
穴

乗一
房

阿
／
闍

梨
付

法
五

人］

−
［

雛

鰹
擁

息

と

な
っ

て

い

る
（

以
後

、

引
用
の

中
、

［

］

は

割
書

。

改
行
（

割
書
の

改

行
も
含
む
）

は

／
に

て

示
す）

。

　
　
　

　
　
（
25）

　
『

野
沢

血
脈

集
』

の

醍

醐
寺
座
主
覚
洞
院

勝
賢
（

一
一

三

八

〜
一
一

九

六）

の

付
法
の

弟

子
に

も

「

郎
澄
」

の

名
が

見
ら

れ
、

そ
の

傍
注
に

「

文

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

智山学報第六十二 輯

泉
房
律
師
L

と

あ
り

、

そ
の

下
に

割
書
き
で

、

「

石
山

。

文
泉
房

。

勝
賢
僧
正

に

入
壇

受
法
す

。

『

実
帰

鈔
』

に

見
え
た

り
。

又
聖
賢
の

弟
子

、

亮
恵
の

受

法
也
」

と
、

記
さ
れ

て

い

る
。

　
　
　

　
　
（
26）

　
『

密
宗
血
脈

鈔
』

に

も

亠
口

冗

惠
．

［

雛
龜
鑓
瓦

私
に

充
『

実
帰
鈔
』

に
／

讐
に

も
僧
正
入
壇
受
法
と

見
た

ユ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
〔
27）

と
、

同

様
に

名

前
が

見
ら

れ

る
。

『

四

巻
鈔
』

中
巻
の

「

聖

観
音
軌

最
秘
」

の

血

脈
に

「

朗
澄

律
師
亮
慧
闍

梨
に

受
く

。

長
寛

元
年
十
二

月

二

十
六

日

口

伝
云
々

。

」

と

あ
り

、

　
　

範
俊

　
厳
覚

　
寛

信
ー
淳
寛

　
亮
慧

　
朗
澄

　
成
宝

　
栄
然

1（
以

下

略
）

と

記
さ

れ

て

い

る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
（
馨

　

次
に

大
法

房
実
任
か
ら

の

受
法
は

、

『

石

山

寺
年
代
記

録
』

の

永
暦
元
年
の

条
に

「

八

月
十
九
日

大
法
房
実
任
参

り
、

受
法
せ

る
。

十
一

月
廿
二

日

同
じ

く
『

護
摩
儀

軌
』

二

巻
を

受
く

。

」

と

あ
り

、

亮
慧
と

同

じ

時
期
に

実
任
と

も

接
触
し

て

い

た

こ

と

が
分
か
る

。

続
く

応
保

　
　
　

　
　
　

　
（
29）

元
年
（

永
暦
二

年）

の

条
に

も

「

正

月
六
日

同
じ

く
『

延

命
院
胎

蔵
次
第
』

を

受
く

、

同
九

月

『

遺

告
』

を

受
く

、

同
十
九

日
『

不
動
大

谷
次

第
』

を

受
く

、

三

月
廿
九
日

勧
修
寺
西
明
院
道
場
に

於
て

、

伝

法
灌

頂
を

受
く
る

。

阿
闍

梨
大
法
房
実
任
［

六
＋
四
］

受
者
朗
澄
［

三

十
］

、

十
二

月
十
日

同

所
に

於
て

、

『

小

嶋
印
可
』

を

受
く
。

」

と

あ
る
こ

と

か

ら
、

引
き
続
き
実
任
よ

り
受
法
し
た

と

考
え
ら

れ

る
。

永

暦
二

年
に

伝
受

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
〔
30）

さ

れ

た

と

考
え

ら
れ

る

『

孔
雀
経
法
次
第
』

の

奥
書
に

は

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
追

筆）

　
　

保
元
二

年
正
月
八

日

勧
修
寺
に

於
て

書
写
し

了
ん
ぬ

。

／
「

永
暦
二

年
正

月
廿
八

日
伝
受
奉
け
了
ん

ぬ
。

」

／
求

法
沙
門

朗
寵

と

あ
る
こ

と

か

ら
、

師
は

特
定
で

き
な
い

が
、

勧
修
寺
で

あ
る

と

す
れ
ば

実
任
で

は

な
い

か
。

又
、

永

暦
二

年
に

は

禅
林
寺
に

て

『

阿

闍
梨

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
31）

大
曼
荼
羅
灌

頂
儀
軌
』

一

軸
を

伝
受
さ
れ

て

い

る
。

伝
授
者
は

記

載
さ

れ

て

い

な
い

が
、

『

石
山

寺
年
代
記
録
』

の

仁
安
二

年
の

条
に

「

七

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
〔
32）

月
十
四

日

粟
田

口

に

於
て

『

十
八

道
次
第
』

を

受
く

。

」

と

あ
り

、

仁

安
三

年
の

条
に

も

「

七

月
廿
四

日

粟
田
口

に

於
て

『

要

略
念
誦

経
』

四

巻
を

大
法
房
に

受
け

了
る

。

［
師

年
七
＋
二

、

趣
（

冨

『

朗

澄
）

三

＋
七
］

。

」

と

あ
る
こ

と

か

ら
、

実
任
か

ら

受
法
し

た

の

で

は

な
い

か
。
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　（
33）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34）

　

ま
た

、

『

血

脈
類
集

記
』

の

実
任
の

付
法
の

弟
子
に

「

朗
澄
」

の

名
が

あ
る

。

ま

た
、

『

野
沢
血

脈
集
』

に

も
、

勧
修
寺
大

僧
都
厳
覚
（
一

〇
五
六

〜

＝
二

こ

の

付
法
の

弟
子
に

　
　

厳

覚
　
　
良
勝
［

蓮
花
房
阿
闍
梨］

ー
実
任
［
大
法
房
上
人
］

　

朗
澄
［

文
泉
房
律
師］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
35）

と

記
さ
れ
て

い

る
。

『

伝
灯
広

録
』

の

「

勧
修
寺
大
法
房
阿
闍
梨
学
講
実
任
伝
」

に

も
、

付
法
の

弟
子
に

「

朗
澄
」

の

名
が

出
て

く
る

。

『

真

　
　
　
　
　
　
（
36）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
37）

言
附

法
本
朝
血

脈
』

　
　
　
　
　
　
　
　

の

実
任
の

付

法
に

は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

朗
澄
［
律
師。

文
泉
房］
」

と

あ
り

、

醍
醐

寺
蔵
本
『

伝
法
灌

頂
師
資

相
承
血
脈
』

に

も
「

実

任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認）

　
　

朗
澄
（

律
師

文
泉
房）
」

と

記
さ
れ

て

い

る
。

『

四

巻
鈔
』

中
巻
の

『

文
泉
房
相
伝
事
』

に

は

「

有
（

體
日）

抄
（

『

儼
避

羅
抄
』）

十
四

裏
に

云

く
、

文
泉
房
［

朗
澄
］

大

法
房
に

受
く

、

口

伝
に

云

く、

仁
安
四

年
［
歳
次

／
己
丑
］

　
三

月
十
四

日
［

庚
／
午
］

粟
田

口

に

参
上

す
。

（

以
下
略）
」

と
、

実

任
が

入
滅
す
る

ま

で

交
流
が

あ
っ

た

こ

と

が

分
か
る

。

　

次
に

摂
津
僧
都
源
運
か

ら

の

受
法
は

、

「

嘉
応
元
2
一

六

九）

年
に

十
禅

師
源
運

よ

り

伝
法
灌

頂
を

受
け
る
」

と
い

う
記
述
が

『

石
文

相

承
』

に

あ
る

が
、

『

血

脈
類
集
記
』

や

『

野
沢
血

脈
集
』

等
で

は
、

朗
澄
と

の

繋
が

り
は

見
ら
れ

な
い

。

こ

の

時

代
で

該
当

す
る

と

考
え
ら

れ
る

僧
は

摂
津
僧

都
源
運

で

あ
り

、

源
運
は

亮
慧
と

同
じ

く
三

密
房
阿

闍
梨
聖
賢
（

→

〇

八

三

〜
一
一

四

七
）

に

受
法
を

受
け
た

醍
醐
寺
金

剛
王

院
流
の

学
僧
で

あ
る

。

仁
安
四
（

＝

六
九
）

年
は

実
任
が

入

滅
し

た

年
で

あ
り

、

朗
澄
に

と
っ

て

転
機
と
な
っ

た

年
と

思
わ

れ

る
。

　

観
祐
か
ら

の

受
法
に
つ

い

て

は
、

『

石
文
相

承
』

に

「

承
安
二
（

＝
七
二
）

年
、

石
山

寺
に

て

観

祐
よ

り
芳
源
流
（
石
山
流
）

の

許
可

を

受
け

る
」

と

あ
る

が
、

源
運
と

同

様
『

血

脈
類

集
記
』

や

『

野
沢
血

脈
集
』

で

は
・

朗
澄
と

の

繋
が

り
は

見
ら

れ

な
い

・

『

四

巻
鈔
』

中

齲
の

血

脈
に

　
　

淳
祐
　
真
頼
　
雅
真

ー
暦
海

−
修
仁

−
増
蓮

−
芳
源

ー
覚
叡

−
観
祐

　
朗
澄
　
成
宝

1
（
以
下
略）

の

血

脈
が

見
ら

れ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
40）

　
ま
た
、

『

石
流
相
承
血
脈
』

に
よ

る

朗
澄
の

法
流
に

も

観
祐
の

名
が

見
ら

れ

る
。
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（
勧
修
寺
石
山

流

静

誉
方）

∴
擠
ド
罫
擁

齢

　
　

　
　
　
（
人

師
方）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　〔
41）

　
ま

た
、

醍
醐
寺
蔵
本

『

伝
法
灌
頂
師
資
相
承
血

脈
』

に
、

「

厳
覚
　
寛
信

一

八

七

〜

二

八

九

？

↓
も

寛
信
−
中
川
上

人
実

範
（
〜
一

ら

の

相
承
も
含
ま
れ
る

。

　
ま
た

、

朗
澄
は

亮
慧
を

経
な
い

で
、

淳
観
か
ら

を
受
け
て

い

る
こ

と
を

示
す

。

そ

う
い

っ

た

中
で

見
る

な
ら
ば
、

範
方

、

紹
介
さ

れ

て

お

り
、

勧
修
寺

、

石

山

寺
を
中
心
に

活
躍
し

た
こ

と

が

見
て

取
れ

る
。

範
（

一

〇

八

八

〜
一

＝

三
一
）

の

法

灯
を

受
け
継
ぎ

、

小

野
流
の

法
流

、

・
つ

。

　
朗
澄
の

著
作
を

見
る

と
、

の

図

像
を

残
し
て

い

る
。

ま
た

、

抄
』

等
、

台
密
関
連
の

聖

教
の

書
写
・

校
合
を

行
っ

て

い

る

こ

と

か

ら
、

　
次
に

、

石
山

寺
聖
教
目

録
の

『

可
尋
ぐ

至
ぐ

僧
房
に

於
て

侍

従
僧
都
御
房
よ

り
奉
受
し

了
ん
ぬ

。

　

ぽ
（

互
」

と

あ
り

、

承
安
五

二

　

　

　
　

　

　
　

念
範
−
観
祐
」

と

あ
る

。

仁
和
寺
華
厳
院
景
雅
（

一
一

Ω
二

〜
一

一

四
四
）

1
景
雅
と

繋
が

る

法
脈
を
受
法
し
て

お

り
、

景
雅
の

血

脈
の

中

に

は

実
範
か

　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

『

神
楽

岡
金
剛

界
次
第
』

を
受
法
し

て
い

る
。

こ

の

こ

と
は
、

朗
澄
が

勧
修
寺
流
の

相

承

　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
朗
澄
の

観
祐
か

ら
の

相
承
は

、

石
山

流

人

師
方
の

相
承
だ

け
で

な
く

、

念

　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
42）

あ
る
い

は

寛
信
か

ら

行
海
を

経
由
し
た

勧
修
寺
流
を
相

承
し

た
こ

と

が

わ
か

る
。

観
祐
に
つ

い

て

は
、

中
野
玄
三

氏
に

よ

り
事

績
が

　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
〔
43）

　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

中

野
氏
や

浜
田
隆
氏
に

よ

れ

ば
、

観
祐
は

勧
修
寺
流

念

　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　

図
像
の

研
究
を

行
い

、

台

密
系
図

像
に

も
接
し

た

人
物
で

あ
る

と

い

『

大
悲
胎
蔵
三

昧
耶
漫
荼
羅
図
』

・
『

金

剛
界
三

昧
耶

曼
荼
羅
図
』

・
『

両

界
曼
陀
羅
図
』

・
『

蘇
悉
地

手
契
図
』

等

　

　
『

瑜
伽

三

摩
地
』

・
『

金

剛
三

密
鈔
』

・
『

三

广
（
摩）

耶
戒

要
事
』

・
『

毘

盧
遮

那
経
義

釈
』

・
『

决

集
』

・
『

行
林

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
観
祐
の

影
響
が

伺
え
る

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
嘱
V

　

　

　
　

　

　
　
（
＜

巴
簽

穿
餌

2
警
9・

目
ヨ

『

金
剛

界
法
）

』

　一

巻
の

奥
書
に

「

承
安
五

年
四

月
⊥

ハ

日
蓮

花
王

院

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　一

七
五）

年
に

蓮
花
王

院
僧
房
に

於
て

、

侍
従
僧
都
か
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ら

金
剛
界
法
を

授
け
ら

れ
た

と

あ
る

が
、

こ

の

侍
従
僧

都
と

は

行
海
（

一
】

〇
八

前
後
〜

二

八

〇
）

と

考
え
ら

れ

る
。

行
海
は

権
大
僧
都
寛
信

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
45）

の

付
法
の

弟
子
で

あ
り

、

『

血

脈
類
集
記
』

の

寛
信
の

記
事
の

後
に

勧

修
寺
四

天
王

の
一

人
と

し
て

名
前
が

見
ら

れ
、

勧
修
寺
を

代
表
す
る

達
者
と

し
て

の

評
価
が

あ
っ

た
。

　

　
　
　
　

　
　
　
（
46）

　

ま

た
、

『

血

脈

類
集
記
』

の

三

宝
院

大
僧
正

定

海
（
一

〇
七

四

〜
一
一

四

九
）

の

付

法
の

弟
子
と

し

て

名
前
が

見

ら
れ

、

「

行
海

　
侍

従
律
師

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
47）

修
理
権
大
夫
行
宗
子
」

と
、

侍
従
律
師
と

呼
ば

れ

て

い

た
。

『

血
脈
類

集
記
』

の

行

海
の

付
法
に

は
、

「

承
安
二

年
正

月
十
三

日

大
僧
都

。

同

二

月
二

十
二

日
二

長
者
に

加
わ
る

。

治
承
四

年
十
二

月
十
八

日

卒
。

［

七

＋
三
］
」

と

あ
る

こ

と
か

ら
、

承
安
二
（

＝

七

二
）

年
に

大

僧
都
と

な

り
、

朗
澄
が

受
法
を

受
け
た
一

】

七
五

年
に
は

侍
従
僧

都
と

名
乗
っ

て

い

た

こ

と
に

矛

盾
は

無
く

、

行
海
で

あ
る

可

能
性
が

高
い

。

『

伝
灯

　

　
　
　
　

　
徳）

広

録
』

の

行
海
伝
に

は
、

朗
澄
が

勧
修
寺
四

天
王

の
一

人
で

あ
っ

た

と

記
さ

れ

て
い

る
。

生
年
に
つ

い

て

は
、

同
じ

『

血

脈
類

集
記
』

で

も
、

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

（
49）
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　

（

50）

寛
信
の

付
法
に

記
さ

れ

た

行
海
の

記
事
に

は
、

「

治
承
四

年
十
一

月
十
九

日

卒
。

七
十
四
」

と

な
っ

て

お

り
、

『

野
沢
血
脈

集
』

に

お
い

て

は
、

「

治
承
四

年
十
二

月
十
三

日

入
滅
七
十
二

。

」

と

あ
る

。

そ
の

た

め
、

生

年
に

つ

い

て

は

確
実
で

は

な
い

。

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　（
51）

　

石
山

寺
座

主

公
祐
は
、

朗
澄
を
座
主
に

推
薦
し

た

こ

と

が
、

『

石
山
寺
年
代
記
録
』

の

治
承
二
（

＝

七

八）

年
の

条
に

「

九

月
座
主

権
少
僧

都

公
祐

、

朗

澄
を

奏
聞
せ

る

の

挙
状

、

其
の

状
全

く
観
祐
の

挙
状
の

如
く

、

阿
闍

梨
寛

叡
の

死

闕
替
也
、

朗

澄
、

時
に

伝
燈

大
法
師
位

。

」

と

見
ら

れ

る
。

ま
た

文
治
三
（

＝

八

七
）

年
に

は
、

公

祐
が
中
納

言
僧
都
範

賢
（

＝

六
三

〜
一

二

Q
四
〜）

に

灌

頂
を

授
け
る

に

あ
た

り
、

仁
和

　

　
　
　
　
（
52）

寺

華
厳
院

景
雅
と

共
に

職

衆
と

し

て

出
仕
し

て

い

る
。

こ

の

よ

う
な

灌
頂
へ

の

出

仕
は

、

勝

賢
が

寛
昭
（

］

＝
二

六
〜
一

】

七
九
〜
）

に

伝
法

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（
53）

灌

頂
を

授
け
た

『

三

宝
院

伝
法
灌
頂
私
記
』

に

も

記
録
さ

れ

て

い

る
。

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
54）

　
『

石
山

年
代
記

録
』

、

文

治
三
〔

二

八

七
）

年
の

条
に

「

文
治
三

年
三

月
五

日

座
主

公

祐

僧
都
当

寺
に

於
て

灌

頂
行
わ

れ

る
、

慶

雅
［
護
摩
］

長

宗
［
誦
経
］

朗
澄
［

教
授
］

　

実
然

　
元
雅

　
聖
雅
（
以
下

略
＞

」

と

あ

り、

教

授
を

担
当
し

て

い

た

こ

と

が

分
か

る
。

職
衆
で

最
年
長
と

考
え

ら

れ
る

景
雅
（

慶
雅）

は

護
摩
導
師
を

勤
め

て

い

る
。

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
55）

　

景
雅
と

の

関
係
に
つ

い

て

は
、

『

血
脈
類

集
記
』

の

中
川
上

人
実
範
の

付
法
に

お
い

て

「

実
範
ー

慶
雅
［

浄
慶
房
／
阿
闍

梨
］

1
朗
證

　
親
厳
」

と

あ
る

。

な
お

『

血
脈
類

集
記
』

に

は

「

朗
證
」

と

記
さ

れ

て

い

る

が
、

石
山
寺
聖

教
目
録
の

書
写
奧
書
や

他
の

記
録
で

は
、

多
く
は

「

朗
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〔
56）

澄
L

と

あ
る

。

こ

の

こ

と
か
ら
、

田

中
氏
も

指
摘
さ

れ

る

よ

う
に

「

證
」

は

「

澄
」

の

誤
記

で

あ
ろ

う
。

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
〔
57）

　
『

諸
流

灌
頂
秘
蔵
鈔
』

「

石
山

流
／

印
信
」

に

は

　
　
範
俊
　
厳
覚
　
静
誉
ー
宗
親
　

覚
暹
　
慶
雅
ー
朗
澄
−

顕

良
ー

（
以
下

略
）

と

あ
り

、

『

密
教
大
辞

典
』

の

「

勧
修
寺
石
山
流
静
誉
方
」

血

脈
に

も
同
様
に

　
　
範
俊

i
厳

覚
ー
静
誉
i
宗
観
ー
覚
暹
ー
慶
雅
−
朗
澄
−
顕

良
1
（
以
下

略
）

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
58）

と

あ
る

。

景
雅
の

写

本
・

伝
領
本
の

多
く
が

石
山

寺
に

伝
来
し

て

い

る

の

は
、

田
中
氏
に

よ

れ

ば
、

朗
澄
が

師
で

あ
る

景
雅
か
ら
勧

修
寺
に

お
い

て

受
け
継
ぎ
、

諸

本
を

石
山

寺
に

も
た

ら

し

た

も
の

と

し

て

い

る

が
、

景
雅
自
身
が

石
山

寺
に

出
入
り
し

て

い

た

こ

と

か
ら

、

直
接
持

参
し
た

典
籍
も
少
な

く

な
い

で

あ
ろ

う
。

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（
59）

　

年
譜
に
は

無
い

が
、

仁
和
寺
僧
で

あ
る

随
心
院
大
僧
正

親
厳
（

＝

五
一

〜

＝
一
三

六）

は
、

『

血

脈
鈔
・

野
』

の

中
で

、

随

心

院
流
事
の

中
の

「

門
跡
相
承
次
第
」

に

記
さ

れ
た

「

親

厳
僧
正

受
法
師
匠
事
」

に

「

朗

澄
［

文
泉
房
律
師
／
実
任
流
］

」

と

朗
澄
の

名
が

見
ら

れ

る
。

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
60）

　
さ

ら

に
、

醍
醐

寺
蔵
本
『

伝
法
灌
頂
師
資
相
承
血

脈
』

の

随
心

院
流
に

お
い

て

も

　
　
阿

闍
梨
増
俊

　
権
小
僧
都
顕
厳
ー
親
厳
［
号
唐

橋
前

大
僧
正

飛
弾

守
中
原
親

光
i
寺
務
］

の

箇
所
に
（

朱
注）

で

「

養
和
元

！
十
−

廿
二

ー
乙

丑

法
住
寺
房

年
卅
一

色
八

口
」

と

あ
り、

さ

ら

に

注
と

し
て

、

「

初
兵
部
ア

サ
リ
［
无

作
法
］

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
マ

マ

）

次
大
輔
僧
都
［
儀
式
］

次
文
泉

房
律
師
［

无
作
法］

次
近
江

僧
都
［

无
作
法
］

理

法
房
巳
講
并
実
厳
律
師
只
練

学
許
也

不
及
入
壇
［

云
々

］

」

と

あ

り
、

親

厳
の

付
法
で

あ
る

こ

と

が

わ

か

る
。

　
以

上

か

ら
、

朗
澄
は

、

淳
観

、

実
禅

、

亮
慧

、

実
任、

源
運

、

観
祐

、

行
海

、

勝
賢、

公

祐、

景
雅

、

親
厳
か

ら
相
承
を

受
け

、

勝
覚
か

ら

繋
が

る

醍
醐
寺
系
の

受
法
と

淳
観

、

亮
慧

、

実
任

、

景
雅
か

ら

勧
修
寺
系
の

法
脈
を

受
法
し
、

観
祐
等
か
ら
石

山
寺
に

関
係
す
る

法
脈
を

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　（
61）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
62）

受
け
継
い

で

い

る
。

月
本
氏
の

論
文
に

詳
し
い

が
、

こ

の

中
で

、

石
山

寺
誌
類

文
書
の

『

石

流
相
承
血

脈
集
』

に

「

朗
澄
」

は
、

「

観
祐
の

資
」

と

記
さ
れ

、

さ

ら

に

「

勧

流
相

承
血

脈
」

で

は
、

「

景
雅
（
慶

雅
）

、

実
任

、

淳
観

、

尊

海
」

、

「

醍

醐
方

相
承
血

脈
」

で

は

「

亮
慧

、

勝

　
　

　
　
　

　
　
　
蕊）

賢
」

、

『

石
山

寺
僧
宝
伝
』

で

は
、

「

景
雅
（
慶
雅）

、

実
位
（

実

任
）

、

淳

観
、

尊
海

、

亮
慧
、

勝
賢
」

と

い

う
師
が
い

た

と
述
べ

て
い

る
。
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三

　
朗
澄
の

立
場
に

つ

い

て

　

次
に

朗
澄
の

師
の

事
跡
と

朗
澄
の

書
写
・

校
合
本
を

「

石

山

寺
聖
教
目
録
」

か
ら

分
析
す
る
こ

と

で
、

朗
澄
が
い

か

な

る

僧
で

あ
っ

た

の

か

明
ら

か

に

し
た
い

。

以
下

に

朗
澄
の

師
に

つ

い

て

述
べ

て
い

く
。

掲
載
は

朗
澄
が

教
え
を

受
け
た
順
序
で

あ
る

。

1．

宰
相
阿
闍
梨

淳
観
（

〜
一
一
一

九
〜
一
一

五

〇

〜）

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
（
64∀

　

淳
寛
と

も
表
記
さ
れ

、

『

血

脈
類
集
記
』

金
剛
王

院
聖
賢
（
一

〇
八
三

〜
一
一

四
七）

の

付
法
の

弟
子
に

名
前
が
見
ら
れ

、

金
剛
王
院

流
を

相
承

　
　
　
　

　

　

　

　

　
（
65）

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
66）
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
67）

し

て

い

る
。

『

血

脈
類

集
記
』

、

『

野
沢
血
脈

集
』

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
よ

れ
ば

理

性
院

賢
覚
20

八
〇
〜
一

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
一

五

六
）

か

ら

の

付
法
が
見
ら

れ
る

。

『

野
沢
血

脈
集
』

、

　
　
　
　

　

　

（
68）
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
（
69）

『

諸
流

灌
頂

秘
蔵

鈔
』

等
か

ら

見
れ
ば

、

安
祥
寺

宗
意
（

一

〇

七
四
〜
一
一

四

八
）

か

ら
も

受
法
し
て

い

る
。

ま
た

、

『

四

巻

鈔
』

に

よ

れ
ば

、

寛

信
（
→

〇
八
四

〜
一
一

五

三
）

か

ら
の

受
法
も
記
録
さ

れ

て

い

る
。

つ

ま

り
、

小

野
方
に

お
い

て

は

安

祥
寺
流
・

勧
修
寺
流
・

醍
醐

方
に

お
い

て

は

金
剛
王
院
流
．

理

性
院
流
を

受
法
し

た
こ

と
が

分
か

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卜

2
．

浄
厳

房
阿

闍
梨
実
禅
（
一

〇
九
〇

〜
一

＝
ハ

九）

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　

絹

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
70）

　

記
録
は

少
な
い

が
、

高
野
山

大
伝

法
院
の

座
主
で
、

『

伝
法
院
座
主
補
任
次
第
』

、

醍
醐
寺
文
書
『

大
伝
法
院
座
主

補
任
次
第
・

大
伝

法
院

　
　
　
　

　

　

　
（
71）

郭
内
并
本
尊
等
目
録
』

に

よ

れ

ば
第
五

代
座
主
に

仁

安
元
（

＝

六
六）

年
に

補
任
さ

れ

て

い

る
。

3
．

内
山
真
乗

房
亮
慧
（
恵
X
一

〇

九
八

〜
一
一

八

六
）

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
73）

　

亮
慧
に

関
し
て

は

『

内
山
永
久
寺
の

歴

史
と

美

術
』

に

詳
し
い

が
、

『

内
山
之
記
』

に

よ

れ

ば
、

承
徳
二
（
一

〇
九
八）

年
に

誕

生
し
、

天

承

元
（

＝

三

こ

年
に

聖
賢

灌
頂
を

授
け
ら
れ

、

文
治
二
（

＝
八

六）

年
に

八

九
歳
で

入

滅
し

た

こ

と
が

分
か

る
。

永
久
寺
開
山
と

さ
れ

、

『

四

巻

（
74）
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
75）
　

　
　
　
　
　

（
76）
　
　
　
　
（
77＞

鈔
』

で

は

淳
観
（
淳
寛
）

の

付
法
の

弟
子
と

あ
り

、

『

血

脈
類
集
記
』
、

『

野
沢
血

脈
集
』

、

『

四

巻
鈔
』

に

は
、

聖
賢
の

付
法
と

記
さ

れ

て

い

る
。

永
久
寺
は

興
福
寺
末
で

あ
る

が
、

亮
慧
自
身
は

幅
広
く
活
動
し
て

い

る
。

4．

大
法
房
実
任
（
一

〇

九
七
〜
一
一

六
九
）

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
（
78）
　
　
　
　
　
　
　
（
79）

　

勧
修
寺
の

学
僧
で

、

勧
修
寺

僧
蓮

花
房
良

勝
（
〜
一
一

二

〇
〜）

の

弟
子
で

あ
る

こ

と

が
、

『

血

脈
類

集
記
』

、

『

野

沢
血

脈
集
』

等
か

ら

わ

か
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

智 山学報第六 十二輯

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（
80）

る
。

ま
た

、

仁
和
寺
僧
で

あ
る
興
教
大
師
覚
鑁
（
一

〇

九
五

〜

＝

四
三
）

か

ら

も

法
を
受
け
て

お

り
、

血
脈
も

『

四

巻

鈔
』

に

記
さ

れ

て

い

る
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
〔
81）

勧
修
寺
大

僧
都
厳
覚
（

一

〇

五

六
〜

＝
二
一
）

か

ら

法
を

受
け
継
い

で

い

る
こ

と

が
、

『

野
沢
血
脈
集
』

に

見
ら

れ
、

随
心

院
中
納
言
阿
闍
梨
増

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
82）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
83）

俊
（
一

Q
八

三

〜

＝

六
四
）

か
ら
の

相

承
も

『

血

脈

類
集
記
』

、

『

安
流

伝
受
紀
要
』

に

見
ら
れ
る

。

晩

年
は

禅
林
寺
に

移
っ

て

い

る
。

5．

摂
津
僧
都
（
金
剛
王

院
僧
都）

源
運
（

一

＝
二

〜
一
一

八
〇
）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
84）
　
　

　

　
　

　

　

（
85）
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

（
86）

　

亮
慧
と

同
じ

く
聖

賢
の

付
法
で

あ
る

こ

と
が

『

血

脈
類
集

記
』

、

『

野
沢
血

脈
集
』

、

『

諸
流
灌

頂
秘

蔵
鈔
』

等
か

ら

分
か

る
。

保
延
二
（
一

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
87）

一

三

六
）

年
に

灌
頂
を

授
け
ら
れ
て

い

る
。

な

お

『

野
沢

大
血
脈
』

で

は

源
運
は

亮
慧
の

師
と

な
っ

て

い

る
。

亮
慧
と

密
接
な

関
係
を
持
つ

醍

醐
寺
金
剛
院
流
の

学
僧
と

考
え
ら

れ

る
。

亮
慧
と

密
接
な

関
係
を

持
つ

醍
醐
寺
金
剛
王

院
流
の

学
僧
で

あ
る

。

6
．

助
阿
闍
梨
観
祐
（
〜
一
一

五
二

〜

＝

六一
二

〜）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
88）
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
（
89）

　

観
祐
は

、

『

血

脈
類
集

記
』

に

よ

れ

ば
、

勧
修
寺

法
務
寛
信
の

弟
子

念
範
の

付
法
の

弟
子
で

あ
る

。

観
祐
に

つ

い

て

は
、

中
野

氏
は
、

生

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　（
90）

没
年
を
天

永
元
（

＝
一

〇
∀

年
〜
承
安
五
（
一
一

七

五
）

年
と

し
、

実

任
と
き
わ

め

て

近
い

間

柄
と
述
べ

て

い

る
。

『

石
山

寺
僧
宝

伝
』

に

よ

れ

ば
、

「

石
山

僧
都
良
深
に

よ

り
得
度
し

、

神
護
寺
七

禅
師

命
深
・

池
上

律
師

頼
尊
・

禅
林
寺
光
禅
・

石
山

寺
覚
叡
阿

闍
梨
・

勧
修
寺
淳
観
・

念
範

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　（
91）

に

教
え
を

受
け
た
」

と
い

う
。

こ

の

念
範
の

師
で

あ
る

寛
信
は

、

勧
修
寺
流
祖
と

し
て

有

名
で

あ
り
、

『

血

脈
類

集
記
』

等
多
く
の

資
料
で

そ
の

名
が

見
ら

れ
る

。

本
稿
で

は

詳
細
は

省
略
す
る

が
、

勧
修
寺
別
当

、

勧
修
寺
長
吏

、

東
寺
長
者
、

東
大
寺
別
当
を

歴
任
し
た

。

7．

侍
従
僧
都
行
海
（

＝

〇

八

前
後
〜

＝

八
〇
）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（
92）
　
　
　
　
　
　
　
（
93）

　

勧
修
寺
慈
尊
院
開
祖
で

あ

り
、

『

血

脈
類
集
記
』
、

『

野
沢
血
脈
集
』

よ

り、

三

宝
院
大
僧
正

定

海
（

一

〇
七

四
〜
一
一

四

九
）

か
ら
教
え
を
受
け

、

寛
信
か

ら

も
受
法
し

た
こ

と

が

分
か
る

。

8．

醍
醐
寺
座
主

覚
洞
院

勝
賢
（

＝

三

八
〜
一
一

九
六
）

　

有
名
な

人
物
で

信
西
藤
原
通

憲
（

二

〇
六

〜
一
一

五
九
）

の

息
で

あ

り
、

廟

僧
都
実
運
（

＝

〇

五

〜
一
一

六
〇）

か

ら

灌

頂
を

受
け
た
こ

と

が

　
　

　
　
（
94V
　
　
　
　
　
　
　
（
95）

『

血

脈
類
集
記
』

、

『

野
沢
血
脈
集
』

か
ら

分
か

る
。

東
寺
二

長
者
・

東
大
寺
別
当
を
歴
任
し
た

。

9
。

石
山
座
主
公
祐
（

＝

三
四

〜
一
一

九
六
）
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〔
96）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
97）

　

石
山

寺
の

歴
代
座
主
は

仁
和
寺
系
で

あ
る
が

、

公
祐
も

仁
和
寺
僧
で

あ
り

、

『

血

脈
類

集
記
』
、

『

石
山

寺
年
代
記
録
』

に
よ

れ

ば
、

嘉
応

二
（

＝

三

〇）

年
に

東
寺
に

お
い

て
、

頑
喜
よ

り
寛
助
−

世

毫
−
頑
喜
−
公
祐
と

続
く
寛
助
の

法
脈
を

受
け
て

い

る
。

10
．

仁
和
寺
華

厳
院

景
雅
（
一
一

〇

三

〜
一
一

八
七
〜
一
一

八

九
？
〜）

　
　（
98）

　

拙
稿
で

詳
し
く
述
べ

た
の

で

本
稿
で

は

詳
細
は
述
べ

な
い

が
、

景
雅
は

東
大
寺
僧
の

立

場
で

生

涯
活
動
し

、

華
厳
僧
で

あ
る

以
上

に

真
言

僧
と
し

て

の

性

格
が

強

く
、

景
雅
の

初

期
の

活
動
拠

点
は

、

東
大
寺
別
所
で

あ
る

光
明

山

寺
で

あ
り

、

そ
の

後
活
動
の

場
を

、

勧
修
寺

、

仁

和
寺
等
に

広
げ
て

は
い

る

も
の

の
、

晩

年
ま
で

光
明
山

寺
に

お
い

て

も

書
写
を

行
っ

て

い

る
。

11
。

随
心
院
大
僧
正

親

厳
（

＝

五
一

〜
一

二

三
六）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
99）

　

随
心
院
に

門
跡
の

宣
下

を

得
て

初

代
門
跡
と

な
り

、

東
寺
長
者

、

東
大

寺
別
当
に

な
っ

た

人

物
で

あ
る

。

『

血

脈
類
集
記
』

、

『

野

沢
血

脈

（
鵬
V

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

（
皿）
　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

（
皿
V

集
』

、

『

諸
流

灌
頂
秘

蔵

鈔
』

に

よ

れ

ば
、

近
江

僧
都

尊
念
（

生

没

年
未
詳）

か

ら

受
法
し

て

お

り
、

ま
た

『

血

脈

類
集
記
』

に

よ

れ

ば

伯
父
の

権
大
僧
都
顕
厳
二

＝

六
〜
一
一

八

三
）

よ

り
伝
法
灌
頂
を
受

け
て

い

る
こ

と

が

わ

か

る
。

　
以
上

か

ら
、

朗
澄
の

師
に
は
、

仁
和
寺
や

勧
修
寺

、

醍
醐
寺
で

幅
広
く
活
躍
す
る

醍
醐

寺
金

剛
王

院
流
の

淳
観

、

亮
慧

、

源
運
や

勧
修

寺

僧
で

あ
る

実
任

、

行
海
が
お

り
、

ま
た

東
大
寺
僧
で

あ

り
、

勧

修
寺
ま

で

活
動
を

広

げ
た

景
雅
が
い

る
。

ま

た
、

石
山

寺
と

関
係
の

深
い

僧

と
し

て

は

観
祐

、

公
祐
が
い

る
。

醍
醐

寺
座
主

勝
賢

、

高
野

山

大
伝
法
院
の

実
禅
と

も
関

係
を

持
っ

て

い

る
。

　

次
に

、

『

石
山

寺
聖

教

目
録
』

に

掲
載
さ
れ

て

い

る

朗
澄
の

書
写
・

加
点
・

伝
持
本
の

中
で

、

書
写

年
代
の

判
明
し
て

い

る

聖
教
の

う
ち

、

「

朗
澄

筆
力

？
」

と

疑
問
符
の

つ

く

書
籍
を

除
き

、

約
九
〇
の

聖
教
を

年
代
順
に

並
べ

て

み

る

と
、

以

下
の

傾
向
が

見
て

取
れ
る
（
紙
幅
の

都

合
で

経
典
を

列
挙
し

た
一

覧
表
は

省
略
す
る）

。

＝

五
】

〜
一

一

五

四

年
に

は

勧
修
寺
・

金
剛

峯
寺
で

書
写
が
行
わ

れ

て
い

る

が
、

一

一

五

五

〜

一

一

六

〇

年
頃
ま
で

は

勧
修
寺
の

み
と

な

り、

一

一

六
〇

年
か

ら

は

粟
田
口

で

の

書

写
活

動
が

見
ら

れ
る

よ

う
に

な

る
。

一

一

六
六

〜
一

一

六

九

年
に

か

け
て

は

石

山

寺
を
中
心
に
、

勧
修
寺
で

も

書
写
活

動
が

行
わ

れ
、

一

一

七
一

〜
一

二

〇

七

年
の

間
は

、

一

部
に

法
住

寺
、

蓮

華

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
3Dl）

王

院
、

山
王

院
で

の

書
写
も

見
ら
れ
る

が
、

ほ

ぼ

石
山
寺
で

の

書
写
の

み

と

な
る

。

こ

れ

に

関
し

て
、

築
島
裕
氏
は

、

「

朗
澄
は

も
と

勧

修

寺
に

在

り、

永
万
二

年
の

秋
の

頃
か
ら

石
山

寺
に

移
っ

た

ら
し
い
」

と

述
べ

て

い

る
。
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こ

の

こ

と

か

ら
、

前

半
期
の

朗
澄
の

活

動
は

勧
修
寺
で

あ

り
、

そ

の

師
の

多
く
も

勧
修
寺
と

関
係
を
持
っ

て

い

る
。

そ
の

点
か

ら

見
る

な

ら

ば
、

当
初
の

朗
澄
は

、

石
山
寺
僧
と

い

う
よ

り
勧
修
寺
僧
と

見
た
ほ

う
が
良
い

で

あ
ろ

う
。

　

こ

れ

を
受
法
の

年
表
と

対
比
さ
せ

て

み

る
と

、

一

一

五
一

年
〜
一

一

五

四

年
の

時
期
は
、

淳
観、

実
禅
の

受
法
の

時
期
で

あ
り、

＝
五

五

年
以
後
は

亮
慧
・

実
任
か

ら
の

受
法
時
期
と
一

致
す
る

。

一

＝
ハ

○

年
以
後
に

粟
田

口

で

書
写
活
動
が

行
わ

れ

る

の

は

実

任
の

粟
田

口
へ

の

移
動
の

た

め
と

考
え
ら
れ
、

一

一

七
一

年
以

後
石
山
寺
を
中

心
と

し
た

活
動
と
な
る

の

は
、

師
で

あ
る

実
任
が
一

一

六
九

年
に

入

滅
し
た

た

め

で

あ
ろ

う
。

実
任
と

朗
澄
の

接

触
は

亡
く
な
る

直
前
の
一

一

六
九

年
に

も

見
ら

れ
、

実
任
は

朗
澄
に
と
っ

て

重

要
な
位

置
を
占
め
る

師

で

あ
っ

た

と

言
え
る
だ
ろ

う
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

（
1）

　

朗
澄
の

使
用
し

た
ヲ
コ

ト
点
に
注
目
し

た

築
島
氏
は
、

「

大
抵
は

東
大

寺
点
を

使
用
し

、

時
に

円
堂
点
を
用
い

た
」

と

指
摘
し
て

い

る
。

　

　
爾）

月

本
氏
は
、

朗
澄
自
身
が

確
実
に

ヲ

コ

ト
点
を

打
っ

た

と

考
え
ら

れ

る

書
籍
に
つ

い

て

分
析
し

た

結
果

、

「

東

大
寺
三

論
宗
点

、

円
堂
点

、

浄
光
房
点
を
使
用

し
た
」

と

述
べ

て

い

る
。

先
に

挙
げ
た

師
僧
か

ら

伝
受
さ

れ
て
い

れ

ば
、

東
大
寺
三

論

宗
点
、

円
堂
点

、

浄
光
房
点
が
使

用
さ
れ
た

こ

と

に

矛
盾
は

な
い

。

　

石
山
寺
聖

教
目

録
に

多
く
の

名
を
残
す

景
雅
は

、

一

一
⊥

ハ

ニ

年
頃
か
ら

勧
修
寺
で

活
動
を

始
め

て

お

り
、

も
と
も
と

勧
修

寺
で

活
動
し
て

い

た

朗
澄
と
は

そ
の

時
期
以

降
に

接
触
が

あ
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

景
雅
六
十
一

歳
、

朗
澄
三

十
二

歳
で

あ
り

、

年
齢
的
に

も
違

和
感
が
な
い

。

　

景
雅
は
、

真
言

僧
と
し

て

活
動
す
る
だ

け
で

な

く
、

華

厳
宗
長

者
と

な
っ

た

人

物
で

も

あ
る

。

積
極
的
に

義
天

版
『

高
麗
大
蔵
経
』

に

接

触
し

、

ま
た

『

三

十

帖
策
子
』

を
書
写
・

校
合
し
た

。

こ

の

よ

う
な
景
雅
の

学
問
に

対
す
る

姿
勢
が

、

朗
澄
に

受
け
継
が
れ
た

と

考
え
ら
れ

る
。

だ

か
ら
こ

そ
、

景
雅
伝
領
本
が
石
山
寺
に

多
数
存
在
す
る

よ

う
に

な
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

弟
子
朗
澄
の

広

範
囲
に

わ
た
る

書
写
・

校
合

の

活
動
が
、

現

在

残
る

多
く
の

聖
教
に

示
さ
れ
て

い

る

と

い

え
る

。

こ

の

こ

と

が

実
任、

淳
観

、

観
祐

、

実
範
、

景
雅
等
の

聖

教
を

、

朗
澄

が
勧
修
寺
か

ら

石

山

寺
へ

も
た

ら
す
に

至
っ

た

理
由
で

は

な
い

か
と

考
え

ら
れ
る

。

　

　
　（
幽

　

佐
和

氏
は

、

『

石
山

寺
伝
記
』

の

朗
澄
の

項
よ

り
、

「

幼
時
石
山
で

得
度
し

た
。

」

と

述
べ

て

い

る
。

そ
の

こ

と
か

ら

す
れ
ば

石
山

寺
僧
と

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

痂）

さ
れ
る

べ

き
と
こ

ろ

で

あ
る

け

れ
ど

も
、

築

島
氏
は

「

も
と

勧
修
寺
僧
」

と

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

な
ぜ

勧
修
寺
僧
と

さ
れ
た
の

か
に

つ

い

て
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は
、

何
も
明
示
さ

れ
て

お

ら

ず
、

不
明
で

あ
る
が

、

お

そ

ら

く
伝
受
・

書

写
活
動
の

中
心
が

勧
修
寺
に

お
け
る

も
の

だ
か
ら
で

あ
ろ

う
。

実

任
を

始
め

と

し

て

師
の

多
く
が

勧
修

寺
と

関
係
が

深
く

、

景
雅
と
の

か
か
わ
り
を
考
慮
す
れ
ば

、

朗
澄
は

勧
修
寺

僧
で

あ
っ

た
と

認
め

る
べ

き
で

あ
ろ

う
。

注
（

1
∀
　
『

石
山
寺
縁
起
』

　
『

大
日
本
仏
教
全

書
』

第
一
一

七

巻
一

九
四

頁
上

（

2
）

　
佐
和
隆
研
「

石
山

寺
の

歴
史
と

文
化
財
」

　
石
山
寺
文

化
財
総
合
調
査
団
編

『

石
山
寺
の

研
究
　
一

切
経
編
』
［

法

蔵
館
刊

、

一

九
七
八
］

（

3
）

　
田

中

稔
「

石
山

寺
校
倉
聖
教
に
つ

い

て
」

　
石
山

寺
文
化
財
総

合
調
査

団
編
『

石
山
寺
の

研
究

　
校
倉
聖

教
・

古
文
書
編
』

［

法
蔵
館
刊

、

一

九

　

　
八
一
］

（

4
）

　
月
本
雅
幸
「

朗
澄

律
師
と

古
訓

点
」

　
石
山
寺
文
化
財
総

合
調
査
団
編
『

石
山
寺
の

研
究
　
深
密
蔵
聖
教
編
』

下
［

法
蔵
館
刊

、

一

九
九
二
］

（

5
）

　

宇
都
宮
啓
吾
「

院
政

期
訓
点
資

料
研

究
の
一

問
題
　
真
言

宗
に

お
け
る

教

学
的
交
流
を

巡
っ

て

l
」

　
『

日

本
語
の

研
究
』

四

巻
一

号
［

二

〇

〇

　

　
八

年
】

月
］

の

中
で

、

「

朗
澄
が

書
写
し
た

『

千
手
経
述

秘
』

巻
上
（

石
山
寺
の

研
究

　
校
倉
聖
教
十
七

箱
四

四

号
一
）

の

奥
書
に

「

念
仏

宗
朗
澄
」

　

　
と
あ
る

。

他
に

も
、

運

覚
が

天

野
山
金
剛
寺
一

切
経
蔵
『

無
量

清
浄
平
等
経
覚
経
』

巻
下
の

奥
書
に

「

念
仏
宗
運

覚
」

と

記
述
し
て
い

る
こ

と
か

　

　
ら

、

朗
澄
・

運

覚
ら
が

居
住
し

た

醍
醐
寺
・

勧
修
寺
・

石
山

寺
等
に

お
い

て

浄
土
教
学
が
学
ば

れ
、

真
言

僧
が
自
ら
を
「

念
仏

宗
（

僧
）

」

と

名
乗

　

　
る

例
の

存
し

た
こ

と
が

聖

教
の

中
か

ら
窺
わ

れ

る
L

と

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

（

6
）

　
注
（

3
）

参
照

。

（

7
）

　
石
山

寺
文

化
財
総
合

調
査

団
編
『

石
山
寺
の

研
究
　
校
倉
聖

教
・

古
文
書
編
』

三

箱
四
号
二

三

頁

（

8
）

　
注
（

4
）

参
照

。

（

9
）

　
石
山

寺
所
蔵
の

寺
誌

類
に
つ

い

て

は
、

田

中

稔
「

石

山

寺
の

寺

誌
資
料
に
つ

い

て

1
尊
賢
撰
述
の

寺

誌
類
を

中
心
と

し

て

ー
」

　
石
山

寺
文
化

　

　
財
総
合

調
査

団
編
『

石
山

寺
の

研
究
　
深
密
蔵
聖
教

編
』

下
［

法
蔵
館
刊

、

一

九

九
二
］

に

詳
し
い

。

（

10
）

　
『

石
山

寺
年
代
記
録
』

上
、

中、

下
巻

　
『

石
由
寺
の

研
究

　
深
密
蔵
聖

教
編
』

下

　
寺
誌
箱
一

号
［

＝
〜

［

三
］

二

〇
九
〜
二
一

〇

頁
・

石
山

寺
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文
化
財

総
合
調
査
団
編

『

石
山
寺
資
料
叢
書
』

寺
誌
編

第
一

（
11
）

　
『

石
山

寺
座
主

伝

記
』

　
同
一
一

八

箱
三

号
一

八
〇

頁

（

12
）

　
『

石
山

寺
僧
宝
伝
』

　
同

二

八
箱
四

号
一

八

〇

頁
・

石
山
寺
文
化
財
総

合
調
査

団
編

『

石
山

寺
資
料
叢
書
』

寺
誌
編
第
一

（

13
）

　
『

石
流
相
承
血
脈

集
』

　
同

＝
八

箱
八

号
一

八
一

頁

（

14
）

　
注
（

4
）

参
照

。

（

15
）

　
『

石
山
寺
年
代
記

録
』

巻
上

　
久
安
六
年
条
　
石
山

寺
文
化
財
総
合

調
査

団
編
『

石
山
寺
資
料
叢
書
』

寺
誌
編
第
一

　

三
一

二

頁

（

16
）

　
石
山
寺
文
化
財

総
合
調
査
団
編
『

石
山
寺
の

研

究
　
校
倉
聖

教
・

古
文
書
編
』

十
箱
七

号
八

三

頁

（
17
）

　
『

石
山
寺

年
代
記
録
』

巻
上

　
永
暦
元
年
条
　
石
山

寺
文
化
財
総
合

調
査

団
編
『

石
山
寺
資
料
叢
書
』

寺
誌
編
第
一

　

三

＝
二

頁

（
18
）

　
石
山
寺
文
化
財

総
合
調
査
団
編

『

石
山
寺
の

研

究
　
深
密
蔵
聖

教
編
』

上

　
一
】

四

箱
六

号
［

一
］

〜
［

四
］

　
六

四
八

頁

（
19
）

　
石
山
寺
文
化
財

総
合
調
査

団
編

『

石
山
寺
の

研

究
　
校
倉
聖

教
・

古
文

書
編
』

七
箱
二

三

号
六
三

〜
六
四
頁

（
20
）

　
『

血
脈
類

集
記
』

六

巻
　
『

真
言
宗
全
書
』

三

九

巻
一

五
二

頁
下

（
21
）

　
『

血
脈
類

集
記
』

五

巻
　
『

真
言
宗
全
書
』

三

九

巻

＝
九
頁
上

（
22
）

　
『

野

沢
血

脈
集
』

二

巻
　
『

真
言

宗
全
書
』

三

九

巻
三

六
二

頁
下

（
23
）

　
『

続
伝
灯

広
録
』

七

巻
　
『

続
真
言
宗
全
書
』

三

三

巻
三

九
八

頁
上

（
24
）

　
『

野

沢
大
血

脈
』

　
『

続
真
言

宗
全
書
』

二

五

巻
五

三

頁
下
〜

五

四

頁
上

（
25
）

　
『

野

沢
血

脈
集
』

二

巻
　
『

真
言

宗
全
書
』

三
九

巻
三

七

三

頁
下

（
26
）

　
『

密
宗
血

脈
鈔
』

下
巻
　
『

続
真
言
宗
全
書
』

二

五

巻
三

五

八

頁
上

（
27
）

　
『

四

巻
鈔
』

中
巻
　
『

真
言
宗
全

書
』

三
一

巻
二

八

三

頁
上

（
28
）

　
『

石
山

寺
年
代
記
録
』

巻
上

　
永

暦
元
年
条

　
石
山

寺
文
化
財
総

合
調
査

団
編

『

石
山
寺
資
料
叢
書
』

寺
誌
編
第
一

　

三

＝
二

頁

（
29
）

　
『

石
山

寺
年
代
記
録
』

巻
上

　
応
保

元
年
条

　
同
右
三

＝
二

頁

（
30
）

　
石
山

寺
文
化
財
総
合
調
査
団
編

『

石

山
寺
の

研
究
　
校
倉
聖
教
・

古

文
書
編
』

一

六

箱
二

五

号

＝
ハ

一

頁

（
31
）

　
『

石
山

寺
年
代
記
録
』

巻
上

　
仁

安
二

年
条

　
石
山

寺
文
化
財
総

合
調
査

団
編

『

石
山
寺
資
料
叢
書
』

寺
誌
編
第
一

　

三

＝
二

頁
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（

32
）

　
『

石
山
寺

年
代
記
録
』

巻
上

　
仁
安
三

年
条

　
同
右
三
一

四

頁

（

33
）

　
『

血

脈
類
集
記
』

五

巻

　
『

真
言
宗
全
書
』

三

九

巻

＝
二

八
頁
下

（

34
）

　
『

野
沢
血

脈
集
』

一

巻

　
『

真
言
宗
全
書
』

三

九

巻
三

五

三

頁
下

（

35
）

　
『

伝
灯
広
録
』

後
巻
第
二

　
『

続
真
言
宗
全
書
』

三

三

巻
四
九
四
頁
上

（

36
）

　
『

真
言
附

法
本
朝
血
脈
』

　
『

続

真
言

宗
全

書
』

二

五

巻
十
三

頁
下

（

37
）

　
醍
醐

寺
蔵
本
『

伝

法
灌

頂
師

資
相
承
血

脈
』

　
築

島
裕
「

醍

醐
寺
蔵
本

「

伝

法
灌
頂
師
資
相
承
血

脈
」

」

『

醍
醐
寺
文
化
財

研
究
所

研
究
紀
要
』

　
　

第
一

号
九
三

頁
上
［

一

九
七

八
］

（

38
）

　
『

四

巻

鈔
』

中
巻

　
『

真
言
宗
全
書
』

三
一

巻
二

七
三

頁
上

（

39
）

　
同
右
二

七
七

頁
下

（

40
）

　
『

石
流

相
承
血

脈
』

は

翻
刻
さ
れ

て

お
ら
ず

、

月

本
雅
幸
氏
「

朗
澄

律
師
と

古
訓
点
」

よ

り
引
用
し
た

。

ま
た
、

勧
修
寺

流
の

支

流
で

あ
る

石

　

　
山
流
静

誉
方
の

法
脈
を

『

密
教

大
辞
典
』

よ

り
追
加
し
た

。

　
　

真
頼
（
〜
九

四
一

〜）

は
、

苫
米
地

誠
」

氏
（
『

平
安

期
真
言
密
教
の

研
究
』

［

ノ

ン

ブ

ル

社

刊
、

二

〇

〇

八
］

）

に

よ
れ

ば
、

「

石

山
寺
内

供
奉
十
禅

師

　
　

淳
祐
（
八

九

〇
〜
九
五
三
）

よ

り
真
言
の

法
を

受
け、

三

密
に

明
か
で

あ
り、

三

時
の

念
誦
を
】

時
も
休
ま
な
い

。

」

と
述
べ

て

お

り、

石
山
流
人

　
　

師
方
は

石
山
流

相
承
の

血
脈
で

あ
っ

て
、

勧
修
寺
流
の

相
承
血

脈
で

は

な
い

で

あ
ろ

う
。

（

41
）

　
醍

醐
寺
蔵
本
『

伝
法
灌

頂
師
資
相
承
血

脈
』

　
築
島
裕
「

醍
醐
寺
蔵
本
「

伝
法
灌
頂
師

資
相
承
血
脈
」

」

『

醍
醐
寺

文
化
財

研

究
所
紀
要
』

第
一

　
　

号
八

二

〜
八
三

頁

（

42
）

　
中
野
玄
三

『

続
日
本
仏
教
美

術
史
研
究
』

［

思

文
閣
出

版
、

二

〇

〇

六
］

（

43
）

　
浜
田

隆
編
「

図
像
」

　
『

日

本
の

美
術
』

第
五

五

巻
［

至
文

堂
、

一

九
七

〇
］

（

44
）

　
石
山

寺
文
化
財
総
合

調
査

団
編
『

石
山
寺
の

研
究
　
校
倉
聖
教
・

古
文
書
編
』

校
倉
聖
教
附
箱
三

七

号
四
六
三

〜

四

六

四

頁

（

45
）

　
『

血

脈

類
集
記
』

五

巻

　
『

真
言
宗
全

書
』

三

九

巻
一
一

九

頁
上

（

46
）

　
『

血

脈
類
集
記
』

四

巻

　
『

真
言
宗
全

書
』

三

九

巻
一

＝
二

頁
下

（

47
）

　
『

血

脈

類
集
記
』

五

巻

　
『

真
言
宗
全

書
』

三

九

巻
一

三

三

頁
上
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（
48
）

　
『

伝
灯
広
録
』

後
二

巻
　
『

続
真
言
宗
全

書
』

三

三

巻
五
〇

三

頁
上

（

49
）

　
『

血

脈
類
集
記
』

五

巻
　
『

真
言
宗
全

書
』

三

九
巻
【
一

九

頁
上

（
50
）

　
『

野
沢
血

脈
集
』

二

巻
　
『

真
言
宗
全

書
』

三

九
巻
三

九
九

頁
上

（
51
）

　
『

石
山

寺
年
代
記
録
』

巻
上

　
治
承
二

年
条
　
石
山
寺
文
化
財
総
合
調
査
団
編
『

石
山
寺

資
料
叢
書
』

寺
誌
編
第
一

　

三
一

五

頁

（
52
）

　
景
雅
の

詳
細
に
つ

い

て

は
、

拙
稿
「

景
雅
に
つ

い

て
」

（

『

仏
教
文
化
学
会
紀
要
』

第
二
一

号）

に

記
載

。

　
　
前
稿
で
は

触
れ

な
か
っ

た

が
、

武
内

孝
善
「

後
七

日
御
修
法
交
名
総
覧
（

］
）
」

『亠
咼

野
山
大
学
論
叢
』

第
二

一

巻
一

〇
一

〜
一

〇
二

頁
に

よ

れ
ば

、

　
　
景
雅
は

後
七
日

御
修
法
に

行
海
が

大
阿
闍
梨
を

勤
め

た

承
安
三
（

一
一

七
三
）

年、

承
安
三
（

＝
七

五
）

年、

治
承
三
（

一
】

七

九
）

年
の

三

回
全
て

　
　
に

出

仕
し
て
い

る
こ

と

か
ら
、

行
海
と

関
係
が

あ
っ

た

と
思

わ

れ

る
。

（
53
）

　
『

三

宝
院

伝
法
灌
頂
私
記
』

　
『

続
群

書
類
従
』

二

六

輯
上
四

五

七

頁
下

（
54
）

　
『

石
山

寺
年
代
記
録
』

巻
上

　
文
治
三

年
条
　
石
山

寺
文

化
財
総
合
調
査
団
編
『

石
山
寺
資
料
叢
書
』

寺
誌
編
第
一

　

三
一

五

頁

（

55
）

　
『

血
脈
類

集
記
』

五

巻

裏
書
　
『

真
言
宗
全

書
』

三

九

巻
一

二

〇

頁
上

（

56
）

　
注
（

3）
参
照

。

（

57
）

　
『

諸
流
灌

頂
秘
蔵

鈔
』

「

石

山

流
／

印
信
」

　
『

真
言
宗
全
書
』

二

七
巻
三
四

四

頁
上

（

58
）

　
注
（

3）
参
照

。

（

59
）

　
『

血

脈

鈔
・

野
』

　
『

続

真
言
宗
全
書
』

二

五

巻
九
三

頁
上

（

60
）

　
醍
醐

寺
蔵
本
『

伝
法

灌
頂
師
資
相
承
血

脈
』

　
築

島
裕
「

醍

醐
寺
蔵
本

「

伝

法
灌
頂
師
資
相
承
血

脈
」

L

『

醍
醐

寺
文
化
財
研

究
所

研
究
紀
要
』

　
　

第
一

号
一

〇

三

頁
［

一

九
七
八
］

（

61
）

　
注
（

4
）

参
照

。

（

62
）

　
『

石
流
相
承
血
脈

集
』

　
『

石
山
寺
の

研
究

　
深
密
蔵
聖
教
編
』

下

　

＝

八
箱
八

号
一

入
一

頁

（

63
）

　
『

石
山

寺
僧
宝
伝
』

　
石
山
寺

文
化
財
総
合
調
査
編

『

石
山
寺
資
料
叢
書
』

寺
誌
編

第
一
　

甲

本
四
七

二

頁
、

乙

本
四
九
六

頁

（

桝
）

　
『

血

脈
類
集
記
』

四
巻

　
『

真
言
宗
全
書
』

三

九

巻

＝
二

頁
下

（

65
）

　
『

血

脈
類
集
記
』

四
巻

　
『

真
言
宗
全
書
』

三

九

巻
一
一
一

頁
下
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（

66
）

　
『

野

沢
血
脈

集
』

二

巻

　
『

真
言
宗
全
書
』

三

九
巻
三

六
一

頁
上

（

67
）

　
『

野
沢
血
脈
集
』

一

巻

　
『

真
言
宗
全
書
』

三

九

巻
三

五

三

頁
下

（

68
）

　
『

諸
流

灌
頂
秘
蔵
鈔
』

　
『

真
言
宗
全

書
』

二

七
巻
三

四
一

頁
下
・

三

四

八

頁
上

（

69
）

『

四

巻

鈔
』

上

『

真
言

宗
全

書
』

三
一

巻
二

五
一

頁
上
・
『

四

巻
鈔
』

中

『

真
言

宗
全

書
』

三
］

巻
二

八

三

頁
上

（

70
）

　
『

伝
法
院
座
主
補
任
次

第
』

　
『

続
群

書
類
従
』

四

輯
下
五

四

七

頁
下

（

71
＞

　
「

大
伝

法
院
座
主

補
任

次
第
」

　
坂
本
正
仁
「

醍
醐

寺
所
蔵

大
伝
法
院

関
係
諸
職
の

補
任
次
第
に
つ

い

て

ー
紹
介
と

翻
刻
1

」

　
　
紀
要
』

一

六
号
［

一

九

八
八
］

（
72
）

　
東
京
国
立
博
物
館
編
『

内
山
永

久
寺
の

歴
史
と

美
術
』
（

資
料
編
）

・
（
研
究
編
）

［
東
京
美
術

、

［

九
九
四
］

（
73
）

　
同
右
四

六
頁

（
74
）

　
『

四

巻
鈔
』

上

　
『

真
言
宗
全
書
』

三
一

巻
二

五
一

頁
上
・
『

四
巻

鈔
』

中
　
『

真
言
宗
全
書
』

三
一

巻
二

八

三

頁
上

（
75
）

　
『

血

脈
類
集
記
』

四

巻

　
『

真
言

宗
全
書
』

三

九

巻
】

一

二

頁
下

（
76
）

　
『

野
沢
血

脈
集
』

二

巻

　
『

真
言
宗
全
書
』

三

九

巻
三

六

二

頁
下

（
77
）

　
『

四

巻
鈔
』

下
　
『

真
言
宗
全
書
』

三
一

巻
三
一

四

頁
下

（
78
）

　
『

血

脈
類
集
記
』

五

巻
　
『

真
言
宗
全

書
』

三

九

巻
一

二

〇

頁
下

（
79
）

　
『

野
沢
血

脈
集
』

一

巻
　
『

真
言
宗
全

書
』

三

九

巻
三

五

三

頁
下

（
80
）

　
『

四

巻
鈔
』

上

　
『

真
言
宗
全
書
』

三
一

巻
二
一
二

〇

頁
下
・

二

三

五

頁
上

（
81
）

　
『

野

沢
血

脈
集
』

二

巻
　
『

真
言
宗
全

書
』

三

九

巻
三

九
八

頁
下

（
82
）

　
『

血

脈
類
集
記
』

四

巻
　
『

真
言
宗
全

書
』

三

九

巻
九
三

頁
下

（
83
）

　
『

安
流
伝

授
紀
要
』

十
巻

　
『

真
言
宗
全

書
』

三

四

巻
四

三

七

頁
下

（

84
）

　
『

血
脈
類

集
記
』

四

巻
　
『

真
言
宗
全

書
』

三

九

巻

＝
二

頁
下

（

85
）

　
『

野
沢
血

脈
集
』

二

巻
　
『

真
言
宗
全

書
』

三

九
巻
三

六
二

頁
下

（

86
）

　
『

諸
流
灌

頂
秘
蔵

鈔
』

　
『

真
言
宗
全
書
』

二

七
巻
三

三

六

頁
下

『

曲

豆

山

教
学
大
会
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（

87）
　
『

野
沢
大
血

脈
』

　
『

続
真
言
宗
全
書
』

二

五

巻
五

三

頁
下

〜

五

四

頁
上

（

88）
　
『

血
脈
類

集
記
』

五

巻
　
『

真
言
宗
全
書
』

三

九

巻

＝

≡
二

頁
上

（

89
）

　
中
野

玄
三

『

続
日

本
美
術

史
研
究
』

［

同
朋

舎
、

二

〇
〇

六
］

に

よ

れ
ば
、

『

高
山

寺
経
蔵

典
籍
目
録
』

の

『

五

秘
密
』

（

第
四

部
第

＝
］

四

箱
十

　
　

七
）

の

奥
書
に

「

承
安
五

年
六

十
六

才
入
滅
」

と

あ
る
こ

と

か

ら
、

生
没

年
を
一

＝

Q
〜
一
一

七

五

と

し
て
い

る

が
、

こ

こ

に

見
え
る

「

亮
阿

　
　

闍

梨
」

が
、

そ

の

他
に

見
ら

れ

る

「

助
阿

閣
梨
観
祐
」

と

同
一

で

あ
る

か

否
か

不
明
で

あ
る

。

そ
の

た
め
、

必
ず
し
も
中
野

氏
の

推
定
に

関
し

て

　
　
は

確
実
と

言
え
な
い

。

（
90
）

　
『

石
山

寺
僧
宝
伝
』

　
石
山

寺
文

化
財
総

合
調
査

団
編
『

石
山

寺
資
料
叢
書
』

寺
誌
編
第
一

　

甲
本
四

七
一

〜
四

七
二

頁
、

乙

本
四

九
五

〜

四

九

　
　
六

頁

A 　　 　ハ 　 　　A 　 　 　　

104　　103　　102　　101A
　　　　A 　　　　A 　　　　A 　　　　A 　　　　A 　　　　A 　　　　A 　　　　　 　　　　A

leO　99　98　97　96　95　94　93　92　91） 　　　　） 　　　　） 　　　　） 　　　　） 　　　　） 　　　　） 　　　　） 　　　　） 　　　　）

『

血

脈
類
集
記
』

『

血

脈
類
集
記
』

『

野
沢
血

脈
集
』

『

血

脈
類
集
記
』

『

野
沢
血

脈
集
』

『

血

脈
類
集
記
』

六 二 六 二 四 四

巻 巻 巻 巻 巻 巻

『

石
山
寺
年
代
記
録
』

巻
上

景
雅
の

詳
細
に
つ

い

て
は
、

『

血

脈
類
集
記
』

五
巻

『

野
沢
血

脈
集
』

一

巻

『

諸
流

灌
頂
秘

蔵
鈔
』

『

血

脈
類
集
記
』

六
巻

築
島
裕

「

石
山

寺
経
蔵
古
訓
点
本
続
考
」

築

島
裕
「

石
山

寺
深

密
蔵
の

古
点

本
に

つ

い

て
」

『

真
言

宗
全

書
』

三

九

巻
一
一

八

頁
下
〜
一
一

九

頁
上

『

真
言
宗
全

書
』

三

九

巻
一

＝
二

頁
下
・
『

血

脈
類
集
記
』

五

巻

　
同
三

九

巻
一
一

入

頁
下
〜
一
一

九

頁
上

『

真
言
宗
全

書
』

三

九

巻
三

六
五

頁
下
〜

三

六

七

頁
上

二
二

九
八

頁
下
〜
三

九
九

頁
上

『

真
言
宗
全

書
』

三

九

巻
一

五

七

頁
上

『

真
言
宗
全

書
』

三

九

巻
三
七
一

頁
上

『

真
言
宗
全

書
』

三

九
巻
一

五

〇
頁
上

　

　

嘉
応
二

年
条
　
石
山
寺
文
化
財
総
合
調
査
団
編

『

石
山

寺
資
料
叢
書
』

寺
誌
編

第
一

　

三
一

五

頁

　
　

拙
稿
「

景
雅
に
つ

い

て
」

（
『

仏
教
文
化
学
会
紀
要
』

第
二
一

号
）

に

記
載

。

『

真
言
宗
全

書
』

三

九

巻

＝
二一
二

頁
下
・
『

血

脈
類
集
記
』

七

巻
　
同
一

七
七

頁
上
〜
下

『

真
言
宗
全

書
』

三

九

巻
三
五

三

頁
下

『

真
言
宗
全
書
』

二

七

巻
三
四

八
頁
上

『

真
言
宗
全

書
』

三

九

巻
一

五

九
頁
下

　

　
　

　
　

　

　
石
山
寺

文
化
財
総
合
調
査
団
編

『

石
山

寺
の

研
究
　
校
倉
聖
教
編
』

［

法
蔵
館
刊

、

一

九
八
一
］

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

石

山

寺
文
化
財
総
合

調
査
団
編

『

石
山

寺
の

研
究

　
深
密

蔵
聖

教
編
上
』

［

法
蔵
館
刊

、
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九
九
一
］

（

鵬
）

注
（

4
）

参
照

。

（

鵬
）

注
（

2
）

参
照

。

（

 
）

　
注
（

401
）

参
照

。
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〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

文
泉
房
朗
澄

、

石
山

寺、

勧
修
寺

一71一

朗澄 に つ い て （増山）


